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　本年度の第28回横浜祭は、テーマ「Precious」のもと、かけが

えのない仲間とかけがえのない思い出を来場者の方々に提供でき

るよう、一丸となって活動してきました。本番2日目の午前中は雨に

見舞われてしまいましたが、たくさんの方にご来場いただき、無事

成功を収めることができました。第28回横浜祭にご来場いただい

た皆さま、そして準備や広報において協力してくださったすべての

皆さま、誠にありがとうございました。

　私達にとって第28回横浜祭を運営することは正にチャレンジン

グなものでした。コロナ禍を経て大学祭の再開に向けて尽力した

先輩方が引退し、幹部メンバーが完全に入れ替わった初の世代で

す。私達はこれまでに培ってきたノウハウを継承するだけでなく、さ

らなる発展に向け新たな挑戦を積極的に行い、次世代に繋いでい

ける充実した大学祭の開催を目指して準備を進めてきました。

　特に「ARフォトラリー」は親子連れに好評を博し、両日行われた

抽選会では老若男女問わず多くの方に楽しんでいただきました。

　発足から当日まで様々なイベントや課題を共に乗り越え走っ

てきた幹部を始め、個性豊かな100人近くの仲間たちと共に横

浜祭を作り上げることができたこの経験は、私にとってもまさに

Preciousなものとなりました。また、参加団体を始め、運営に協力

してくださった多くの課外活動団体や地域団体の方々のお力添え

のおかげで横浜祭を創り上げることができました。

　第29回横浜祭はこれまでの横浜祭の想いを受け継ぎより充実

した素晴らしい物になると信じております。次回の横浜祭へも是非

ご参加いただければ幸いです。
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　後援会事務局は、課外活動支援の他、100円朝食、シャトル
バス補助、学生表彰、就職支援など、後援会の学生支援活動
のお手伝いをさせていただいています。
　学園祭、体育祭、フレッシャーズキャンプなど大学行事は、
コロナ禍を超え活気を取り戻しつつありますが、課外活動団
体の人員不足は続いており、休部・廃部団体も増えています。
　私事ですが、先日、大学時代のサークル同窓会に参加しまし
た。久々に大学の裏手の学生街を散歩していたら、廃墟化した
お好み焼き屋を見つけました。撮影していると、ファインダー
内にもカメラを構える人が。お尋ねすると、別のサークルでの

同窓会で40年ぶりとのこと。大学時代に時間を共にした友人
との繋がりは長く続くものです。
　後援会のみなさまには、ご子息ご息女に課題活動への参
加、新しいサークルの設立をお薦めいただければ幸いです。
　残念ながら、昨秋の保証人連絡会は台風により10か所が
中止となりましたが、今年は大過なく実施できればと思います。
みなさま、引き続き、ご支援ご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。
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